
９
月

30日
（
土
）
日
本
原
水
協
事

務
局
次
長
の
土
田
弥
生
氏
を
招
い
て
、

「
国
連
交
渉
会
議
報
告
と
条
約
を
学

ぶ
」
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、

23名
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
熊
本
の

「
平
和
の
波
」
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、

7月

7日
に
、
核
兵

器
禁
止
条
約
が
国
連
で
、
賛
成

122、

反
対

1、
棄
権

1で
採
択
さ
れ
た
。

歴
史
的
な
達
成
で
、
核
兵
器
が
初
め

て
不
道
徳
で
、
非
人
道
的
、
正
当
化

し
え
な
い
違
法
な
物
と
な
っ
た
。
背

景
に
、
核
兵
器
の
人
道
的
結
末
が
大

き
な
流
れ
に
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆

は
そ
の
原
点
に
な
っ
た
。
交
渉
会
議

で
は
、
市
民
社
会
の
役
割
が
評
価
、

感
謝
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
被
爆
者
へ

の
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
と
報
告
さ
れ

た
。
禁
止
条
約
の
前
文
に
は
、
国
連

憲
章
の
順
守
・
履
行
へ
貢
献
、
核
兵

器
が
再
び
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、

核
兵
器
の
人
道
的
帰
結
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ

の
被
害
や
苦
し
み
、
核
兵
器
は
国
際

法
、
国
際
人
道
法
の
違
反
、
廃
絶
の

目
標
を
明
記
、
女
性
の
核
軍
縮
へ
の

参
加
、
軍
縮
教
育
の
重
要
性
、
ヒ
バ

ク
シ
ャ
、
市
民
社
会
な
ど
の
貢
献
や

役
割
が
認
識
さ
れ
、
第
１
条
の
禁
止

項
目
＝
全
面
廃
絶
（
開
発
、
実
験
、

生
産
、
製
造
、
取
得
、
貯
蔵
、
移
転
、

使
用
、
威
嚇
の
禁
止
、
さ
ら
に
、
第

４
条
で
は
、
核
兵
器
の
全
面
廃
絶
に

向
け
て
、
核
保
有
国
に
も
条
約
参
加

の
道
を
開
い
て
い
る
。
今
後
は
、
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
の
取
り
組
み
を

広
げ
な
が
ら
日
本
政
府
に
条
約
の
署

名
・
批
准
を
迫
る
。
サ
イ
ン
し
な
い

な
ら
、
解
散
総
選
挙
で
禁
止
条
約
に

賛
成
す
る
政
府
を
作
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

県
連
事
務
局
笹
原
和
典
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9月21日（木）辺野古支援行動に参加

私が住んでいる地域と沖縄では平和への取り組みの熱意が明らかに違うと感じた。沖縄の

かたは実際に平和が脅かされる環境にあり、辺野古に基地が移ったと

ころで平和が脅かされる状況は変わらず環境破壊も進んでしまうとい

う負のスパイラルに追い込まれているのを実際に自分の目で確認でき

た。座りこみやキャンプ村にいる参加した沖縄の住人のかたと直接お

話しを聞き、運動を若い人たちに伝えなくてはならないし、続けてい

かないといけない事を強く感じた。

くわみず病院 後藤英隆

テント村で山本さんの話を聞いて、軍事産業でお金を稼ぐた

めに戦争があって、多くの人の命や生活を奪うことはどんな理

由があっても許されないと思った。沖縄の問題は日本の問題だ

けでなくアジアの問題でもあると聞き、そこまで思いを巡らせ

る程の知識が日本人には無く、報道も教育もない社会に改めて

気づかされた。

沖縄には基地問題だけでなく貧困問題などたくさんの問題を

抱えている。国の問題としてしっかり対応していかなければな

らないと思った。 県連事務局 上田裕昌

沖縄民医連2017平和を守るたたかい

『
国

連
交

渉
会

議
報

告
と
条

約
を
学

ぶ
』

学
習

会
を
開

催

新婦人ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ班からおりづるをﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ


